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部屋を掃 除する ロボ ット、楽 器を演 奏す るロボッ ト、道 案内 や受付を おこな うロ ボットな

ど、近年 ロボッ トを 目にする 機会が 多く なってい ると思 いま す。特に 、人間 とコ ミュニケ ー

ションを とるロ ボッ トは、社 会での 活躍 が期待さ れてお り、 研究や開 発が盛 んに おこなわ れ

ています 。本研 究室 では、人 間と自 然で 楽しい会 話をお こな うことが できる ロボ ット制御 シ

ステムの 製作を 目標 に研究を おこな って います。  

 

 システ ムは、 音声 認識エン ジンや

対話理解 エンジ ン、 音声合成 エンジ

ン、ロボ ット制 御部 から構成 されて

います 。まず 、音 声認 識エンジ ンで、

ユーザが 発話し た音 声を文字 列に変

換します 。次に 、対 話理解エ ンジン

を用いて 文字列 を解 析し、ユ ーザの

意図や感 情を理 解し ます。そ の意図

や感情に 合わせ て、 応答文や 応答文

の意図・ 感情を 生成 します。 音声合

成エンジ ンでは 、生 成された 応答文

とその感 情を用 いて 、応答文 の音声

データを 生成し ます 。ロボッ ト制御

部では、 応答文 の意 図を用い て、ロ

ボットの モーシ ョン （万歳な どの動

作）を選 択し、 ロボ ットを制 御しま

す。例え ば、ユ ーザ が「勉強 してお

けばよか ったな 」と 言 った場合 、“ 後

悔”とい う意図 を理 解して「 次は頑

張ろうね 」と応 答し ます。  

 

また本研 究室で は、 ユーザの 発話

パターン を収集 ・解 析して、 意図を

正しく理 解する 研究 や「喜 び」「悲し

み」など 感情を 含ん だ音声合 成の研

究をおこ ない、 より 自然な会 話を目

指してい ます。 科学 体験フェ スティ

バルなど でロボ ット との会話 を体験

してみて くださ い。  
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